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研究成果の概要（和文）：側鎖架橋を有する新規環状α,α-ジ置換アミノ酸の合成をおこなった。これらのペプ
チド中への導入は容易におこなわれ、閉環メタセシス反応により側鎖が架橋されたペプチド触媒を合成した。得
られたペプチドを不斉有機分子触媒として用いて、α,β-不飽和カルボニル化合物に対する各種求核剤の立体選
択的1,4-付加反応を試みたところ最高99% eeの高い立体選択性で付加体を得ることに成功した。またペプチドの
二次構造解析をおこなったところ、結晶状態ではα-ヘリックス構造を形成していることが判明した。さらにマ
イケル付加反応の生成物を利用した、2,4,5-三置換テトラヒドロピラン環の立体選択的新規構築法にも成功し
た。

研究成果の概要（英文）：Stapled peptide possessing carbocyclic α, α-disubstituted α-amino acids 
was synthesized by standard solution-phase synthesis followed by ring-closing metathesis reaction. 
Conformational freedom-restricted peptides were used as an asymmetric organocatalyst for Michael 
addition of nitroalkanes and dialkyl malonates to α, β-unsaturated ketone, and high 
enantioselectivities were observed with broad substrate scope. X-ray crystallographic analysis of 
the peptide showed α-helical structure. Stereoselective synthesis of 2,4,5-trisubstituted 
tetrahydropyran was also demonstrated.

研究分野： 化学系薬学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
ペプチドは生体内においても重要な役割を担っており、機能性分子として働くことが知られている。このような
生理活性ペプチドの多くは一定の二次構造をとることから、コンフォメーションを制御したペプチドの合成は必
須となってくる。今回の成果ではコンフォメーションを制御したペプチドを不斉有機分子触媒として機能性の評
価をおこなったが、今後は生理活性ペプチド等への展開も期待される。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 天然の L-α-アミノ酸よりなるペプチドは、コンフォメーションの自由度が大きいため、通常
そのままでは機能を発現することが難しい。このことは特に短い残基数からなるペプチドでは
顕著になる傾向が見られるため、コンフォメーションを制御することが必要になってくる。そ
の手法として幾つかの手段が存在するが、側鎖架橋に関する研究は近年国内外で精力的に行わ
れている。例えば Verdine らはα-メチル-α-ペンテニルグリシンを用いて、ヘリカル構造の安
定化されたオールハイドロカーボンステープルペプチドの開発に成功している。その他にもジ
スルフィド結合やラクタム結合等を側鎖架橋構造に用いる手法が報告されている。他方、コン
フォメーションを制御する別の手段として L-α-アミノ酸のα位水素をアルキル基で置換した
α,α-ジ置換アミノ酸の利用が知られている。 
 
２．研究の目的 
 本研究では側鎖架橋とα,α-ジ置換アミノ酸の二つのアプローチを利用し、コンフォメーシ
ョンを制御したペプチドの不斉有機分子触媒としての応用を目的として研究を行った。具体的
には環状のα,α-ジ置換アミノ酸の側鎖上に架橋部位を有するものを合成し、ペプチド中に導
入したのち側鎖架橋を形成させることとした。さらに不斉有機分子触媒反応で得られた生成物
のさらなる化学変換も検討することとした。 
 
３．研究の方法 
 上記目的を達成する上で鍵となる、側鎖架橋を有する新規環状α,α-ジ置換アミノ酸の合成
をおこなう。その原料としては容易に入手可能な L-リンゴ酸を用いる。次に、合成した新規環
状α,α-ジ置換アミノ酸のペプチド中への導入と架橋形成反応をおこなう。架橋形成反応は
Grubbs 触媒による閉環メタセシス反応を利用する。次にペプチドを不斉有機分子触媒として用
いて、α,β-不飽和カルボニル化合物に対する各種求核剤の立体選択的 1,4-付加反応を試みる。
使用したペプチドに関しては構造解析をおこなうことで、反応機構の解明の一助とする。さら
にマイケル付加反応の生成物を利用した、2,4,5-三置換テトラヒドロピラン環の立体選択的な
新規構築法の開発もおこなう。 
 
４．研究成果 
 ・側鎖架橋を有する環状α,α-ジ置換アミノ酸の合成：まず L-リンゴ酸から４工程でジヨウ
素化体を得たのち、これをマロン酸と反応させることで 5員環骨格を構築した（図１）。続くエ
ステル部位の加水分解、Curtius 転位後にベンジルアルコールを添加することで Cbz 保護体と
し、MOM 基を脱保護し、最後にカラムで分割することによって 2種の新規環状α,α-ジ置換アミ
ノ酸の合成をすることができた。これらは側鎖水酸基をアリル化することで、側鎖架橋に必要
な二重結合部位を導入することができた。 

 
図１. 新規環状α,αジ置換アミノ酸の合成 

 
 ・環状α,α-ジ置換アミノ酸のペプチド中への導入と架橋形成反応：続いて合成した新規環
状α,α-ジ置換アミノ酸のロイシンペプチド配列への導入をおこなった（図２）。縮合剤には
EDCI/HOBt を用いてα,α-ジ置換アミノ酸とロイシントリペプチドを交互に縮合させることで
架橋前駆体であるオクタペプチドを合成した。最後に閉環メタセシス反応は第２世代 Grubbs
触媒を利用することで円滑に進行し、所望の架橋ペプチドをα,α-ジ置換アミノ酸から８工程
収率 25%で得ることに成功した。またα,α-ジ置換アミノ酸上の立体化学が架橋形成速度に大き
な影響を与えることも見出した。 

 
図２. 架橋ペプチドの合成 



 ・ペプチドを不斉有機分子触媒として用いるα,β-不飽和カルボニル化合物に対する立体選
択的 1,4-付加反応：合成した架橋前後のペプチドをニトロメタンのα,β-不飽和カルボニル化
合物に対する不斉 1,4-付加反応の触媒として用いたところ、架橋前後で大きな差が見られなか
った（図３）。一方で、別途合成した側鎖にキラルなメトキシ基を有する触媒や N末端にトリプ
トファンを有する触媒が高い立体選択性をもたらしたため、この触媒を用いてさらなる基質適
用範囲の検討をおこなった。 

 
図３.ペプチド触媒の検討 

 
 ペプチド H-(L-Trp)2-[(L-Leu)2-Ac5c]2-OMe を用いて種々のマイケルアクセプターとの不斉触
媒反応をおこなったところ、最高で 99% ee といずれも高いエナンチオ選択性で目的の付加体を
与えることができた（図４）。さらに本触媒はマロン酸ジエステルをマイケルドナーとして用い
ることができ、こちらも 89–98% ee の高い選択性で目的物を与えた。 
 

 
図４. ペプチド触媒の検討 

 
 ・ペプチド触媒の二次構造解析：先のペプチド触媒反応
で最も高い選択性を与えた H-(L-Trp)2-[(L-Leu)2-Ac5c]2- 
OMe に関して、二次構造解析をおこなった。まず溶液状態で
は NOESY スペクトルの解析結果からヘリカル構造を形成し
ていることが示唆された。一方 X 線結晶構造解析の結果、
結晶状態ではα-ヘリカル構造を形成していることが明ら
かとなった（図５）。このことは、これまでに得られた知見
とも合致しており、ペプチド触媒反応における高い立体選
択性は本ペプチドのα-ヘリカル構造によってもたらされ
たものと示唆された。 

図５. ペプチドの X線結晶構造解析 
 
 ・ペプチド触媒反応を利用した 2,4,5-三置換テトラヒドロピラン環の立体選択的新規構築法
の開発：ペプチド触媒反応で得られた化合物の合成的利用への展開として、2,4,5-三置換テト
ラヒドロピラン環への立体選択的変換法を開発した。テトラヒドラピラン環は様々な生物活性
天然有機化合物に見られる重要骨格である。今回合成した 2,4,5-三置換体は初めての立体選択
的合成例であり、今後この骨格の機能について興味が持たれる。まずα,β-不飽和カルボニル



化合物に対するマロン酸ジエステルの立体選択的 1,4-付加反応で得られた付加体を、ネオペン
チルグリコールで保護し、エステル部位を水素化リチウムアルミニウムで還元し環化前駆体の
ジオールとした。このプロキラルなジオールを岸らの還元的環化条件に付すことで新たに二つ
の不斉中心を高立体選択的に構築することに成功した。本環化反応は合わせて 8種の基質に適
用可能であることを確認している。 
 

 
図６. 2,4,5-三置換テトラヒドロピラン環の立体選択的構築 

 
 コンフォメーションを制御したペプチドは様々な基質に対して不斉有機分子触媒として働く
ことが示され、今後さらなる機能性分子としての展開が期待される。 
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